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七
草
粥
の
起
源
は
、「
五
節
句
」

の
一
番
目
１
／
７
（
人
日
）〈
じ

ん
じ
つ
〉
に
ち
な
み
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
日
に
は
邪
気
を
払
い
、
無

病
息
災
を
願
っ
て
行
事
食
を
食
べ

る
風
習
が
あ
り
ま
す
。
▼
「
せ
り
」
は
、

勝
負
に
競
り
勝
つ
意
味
。
ビ
タ
ミ
ン
・
カ

ル
シ
ュ
ウ
ム
・
鉄
分
を
含
み
、
解
熱
・
整

腸
作
用
、
食
欲
増
進
な
ど
の
作
用
が
あ
り

ま
す
。「
な
ず
な
」
は
、
ぺ
ん
ぺ
ん
草
と
も

言
わ
れ
ま
す
。
撫
で
る
こ
と
で
汚
れ
を
取

り
除
く
と
い
う
意
味
。
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ

ラ
ル
が
豊
富
で
解
毒
・
止
血
作
用
が
あ
り

ま
す
。「
御
形
（
ご
ぎ
ょ
う
）」
と
は
、
仏

の
体
の
意
味
。
現
在
の
ハ
ハ
コ
グ
サ
で
す
。

扁
桃
炎
や
胃
炎
を
鎮
め
、
の
ど
の
痛
み
に

効
果
が
あ
り
ま
す
。「
は
こ
べ
ら
」
は
、
別

名
ハ
コ
ベ
。「
繁
栄
が
は
び
こ
る
」
と
い
う

意
味
。
ミ
ネ
ラ
ル
を
多
く
含
み
、
整
腸
作

用
が
あ
り
ま
す
。
胃
炎
や
歯
槽
膿
漏
に
効

果
が
あ
り
ま
す
。「
ほ
と
け
の
ざ
」
は
、
オ

ニ
タ
ビ
ラ
コ
の
こ
と
で
、
同
名
の
シ
ソ
科

の
ホ
ト
ケ
ノ
ザ
と
は
異
な
り
ま
す
。
葉
が

地
を
這
う
よ
う
に
伸
び
る
の
で
、
仏
の
安

座
と
い
う
意
味
。
歯
痛
や
食
欲
増
進
な
ど

に
効
果
が
あ
り
ま
す
。「
す
ず
な
」
は
、
今

の
野
菜
で
言
う
カ
ブ
の
こ
と
で
す
。
神
を

呼
ぶ
鈴
の
意
味
。
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
・

食
物
繊
維
が
豊
富
。
胃
腸
を
整
え
消
化
を

促
進
し
ま
す
。「
す
ず
し
ろ
」
は
、
今
の
ダ

イ
コ
ン
の
こ
と
で
す
。
汚
れ
の
な
い
清
伯

の
意
味
。
葉
に
は
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
、

根
に
は
ジ
ア

ス
タ
ー
ゼ
を

含
み

消
化
を

促
し
ま
す
。

博
物
館
友
の
会

 

会
員　

小 

森

　

網
走
の
学
校
給
食

調
理
の
様
子
を
紹
介

し

た

映

像

が

ユ

ー

チ
ュ
ー
ブ
で
配
信
さ
れ
て
い
ま
す
。
先
日
、
教
育

委
員
会
が
作
成
し
た
調
理
員
募
集
の
チ
ラ
シ
で
紹

介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

地
元
産
品
を
使
用
し
た
南
小
学
校
の
「
鮭
の
長
い
も
ソ
ー
ス

グ
ラ
タ
ン
」
は
、
白
菜
や
ネ
ギ
を
大
鍋
で
炒
め
、
長
い
も
と
牛

乳
を
混
ぜ
て
ホ
ワ
イ
ト
ソ
ー
ス
を
つ
く
り
ま
す
。
カ
ッ
プ
に
入

れ
た
鮭
に
ソ
ー
ス
を
か
け
て
、
大
型
オ
ー
ブ
ン
で
焼
き
上
げ
て

い
ま
す
。
給
食
調
理
は
、
徹
底
し
た
衛
生
管
理
の
も
と
、
安
全

な
食
材
を
大
量
に
き
ざ
み
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
調
理
す
る
も
の

だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。

　

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
は
包
丁
の
音
が
ト
ン
ト
ン
ト
ン
ト

ン
と
響
き
ま
す
。
動
画
を
見
て
働
き
た
い
人
が
増
え
る
の
で
は

と
思
い
ま
し
た
。
網
走
の
給
食
は
最
高
に
良
い
で
す
ね
！

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
網
走

市
内
で
拡
大
し
て
い
ま
す
。
道
の
公
表

に
よ
る
と
網
走
市
の
感
染
者
数
は
１

月
29

日
ま
で
に
１
３
５
名
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
う
ち
東
京
農
業
大
学
の
学
生

が
約
70

名
、
小
中
学
校
関
係
が
８
名
、

わ
か
さ
ぎ
会
場
な
ど
で
４
名
で
す
。

　

南
小
、
中
央
小
、
潮
見
小
で
感
染

確
認
が
あ
り
ま
し
た
。
全
校
生
徒
を

対
象
と
し
た
抗
原
定
量
検
査
を
行
っ
た

結
果
、
現
在
中
央
小
に
て
一
部
学
級

閉
鎖
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
中
学

校
で
は
抗
原
定
性

検
査
を
行
い
、
陰

性
が
確
認
さ
れ
た

た
め
、
登
校
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

核
兵
器
禁
止
条

約
が
発
効
し
て
１

月
22

日
で
１
周
年
。

　

全
米
市
長
会
議
は
、
「
核
兵
器
禁
止
条
約
を
歓
迎
し
、
廃
絶

に
向
け
た
即
時
行
動
を
求
め
る
決
議
」
を
全
会
一
致
で
採
択
し

ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
核
同
盟
国
の
ノ
ル
ウ
エ
ー
、
ド
イ
ツ
は
３

月
開
催
予
定
の
核
兵
器
禁
止
条
約
第
１
回
締
約
国
会
議
へ
の
参

加
を
決
定
し
ま
し
た
。
禁
止
条
約
を
支
持
し
、
参
加
を
求
め
る

声
が
、
核
保
有
国
や
核
同
盟
国
で
の
世
論
調
査
で
過
半
数
に
達

し
て
い
る
こ
と
が
背
景
に
あ
り
ま
す
。
い
ま
世
界
は
、
「
核
兵
器

を
廃
絶
せ
よ
」
と

「
核
保
有
国
」
と
が
せ
め
ぎ
あ
い
、
核
保
有

国
が
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

１
月
３
日
、
核
保
有
５
カ
国
は
共
同
声
明
で

「
核
戦
争
は
回
避

す
る
」
「
核
不
拡
散
条
約
は
遵
守
す
る
」
と
表
明
せ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は
、
声
明
の
実
行
を
強
く
求
め
ま
す
。

　

広
島
出
身
の
岸
田
首
相
は
、
施
政
方
針
演
説
で
核
兵
器
禁
止

条
約
に
つ
い
て
一
言
も
触
れ
な
い
と
い
う
情
け
な
い
態
度
で
す
。

許
せ
ま
せ
ん
。

　

北
海
道
全
域
で
ま
ん
防
と
な
り
、
休

業
な
ど
事
業
者
へ
の
影
響
が
出
て
い
ま

す
。
道
の
協
力
支
援
金
は
あ
り
ま
す

が
、
網
走
市
は
、
社
交
飲
食
店
へ
の
支

援
、
１
店
舗
あ
た
り
10

万
円
を
給
付

し
ま
す
。
ま
た
、
飲
食
店
以
外
で
も

１
月
以
降
の
感
染
拡
大
で
収
入
が
減
少

し
た
事
業
者
に
対
し
、
１
事
業
者
あ
た

り
10

万
円
を
給
付
し
ま
す
。

　

早
急
な
対
応
は
事
業
者
を
励
ま
し
て

い
ま
す
。

　

市
の
無
料
検
査
に
よ
り
、
早
期
に
学

校
再
開
が
で
き
て
お
り
、
引
き
続
き

無
料
の
検
査
事
業
は
必
要
で
す
。

休
暇
を
取
っ
た
お
母
さ
ん
へ

休
業
助
成
金
あ
り
ま
す
！

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
現
在
、
コ
ロ
ナ

感
染
に
よ
り
臨
時
休
業
し
た
小
学
校

に
通
う
子
ど
も
の
世
話
の
た
め
、
労
働

者
に
有
給
休
暇
を
取
得
さ
せ
た
事
業

主
を
支
援
し
ま
す
。
（
小
学
校
休
業
等

対
応
助
成
金
）
１
日
あ
た
り
の
支
援

額
は
１
万
１
千
円

（
上
限
額
）
で
す
。

　

た
だ
し
、
事
業
者
の
申
請
に
な
る
の

で
、
事
業
者
や
北
海
道

労
働
局
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

コ
ロ
ナ
感
染
者
、

１
３
５
名

社
交
飲
食
店
、

市
内
事
業

　

者
に 

支
援
金
10
万
円

網走市の感染者数
1/23 ～ 1/29 56 名
1/16 ～ 1/22 70 名
1 / 9 ～ 1/15 9 名
1 / 2 ～ 1 / 8 0 名

　合　　計 135 名

　

春
の
七
草
は
、
七
草
粥
に
食
べ
ら
れ
ま

す
。
北
海
道
の
今
は
冬
の
真
っ
盛
り
で
野

草
摘
み
な
ど
で
き
ま
せ
ん
。
温
か
い
地
方

の
話
で
す
。
七
草
粥
の
起
源
は
、「
五
節
句
」

の
一
番
目
１
／
７
（
人
日
）〈
じ
ん
じ
つ
〉

に
ち
な
み
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
日
に
は
邪

気
を
払
い
。
無
病
息
災
を
願
っ
て
行
事
食

を
食
べ
る
風
習
が
あ
り
ま
す
。
１
月
の
行

事
食
が
七
草
粥
で
す
。
▼

春
の
七
草
の
意
味
と
効
能
で
し
た
。

国
道
排
雪
始
ま
る

生
活
道
路
は
こ
れ
か
ら

　

市
内
の
排
雪
は
国
道
39

号
線
が
始

ま
り
ま
し
た
。
２
月
２
日
現
在
、
道

道
は
始
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

市
道
の
幹
線
や
市
街
地
は
排
雪
が

進
ん
で
い
ま
す
が
、
生
活

道
路
は
狭
く
、
雪
山
も

高
く
ま
だ
ま
だ
危
険
な

状
況
で
す
。
早
急
な
排

雪
が
必
要
で
す
。


